
令和２年度の富山県聴覚障害者センターの取り組み
令和元年度は、出前手話講座への手話講師の派遣、民間イベントへの手話コーラス派遣

の調整、応援イベントのためにプロバスケットチームとの交渉など、手話言語条例施策の

充実に取り組みました。また、研修室の床カーペット張替え、映像編集機等スタジオ機器

の更新などを行いました。センター利用者も前年度と比較して増加しました。

さて、令和２年度は、①情報提供・意思疎通支援・相談支援の充実、②コミュニティの

場としての運営、③電話リレーサービスの啓発普及、④災害対策・救援体制の整備等に取

り組みます。またエアコンの不具合を夏まで解消します。最近、新型コロナ感染拡大のた

め、センターの利用件数がめっきり減りましたが、いつもの通りのセンター利用に支障が

ないよう日々注意しております。センターの運営にご協力よろしくお願いします。

施設長のセンター日誌 ～新型コロナ感染に関する情報保障を目指して奔走～

３月30日（月）富山県で初めて感染者が出たという一報を受けて翌日の31日は県及び富

山市に対して電話リレーサービス等を使って、新型コロナ感染に関する記者会見に手話通

訳を付くように要望しました。また、ケーブルテレビ富山にも記者会見の手話通訳を画面

に入るようにと訴えました。ようやく４月７日から県、４月19日から富山市それぞれの記

者会見に手話通訳がつくことができました。万一ろう者が感染した場合を備えて、感染症

指定病院にて遠隔手話通訳システムにて対応できるよう、国の補正予算で導入する内容を

県と打ち合わせも重ねました。こんなに目まぐるしく動き回ったのは、久しぶりです。コ

ロナ感染の終息がなかなか見えてこないですが、体力が許す限り頑張ろうと思います。

★センター運営募金・募集

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

よろしくお願いします。

センター利用の実績 ３月21日～４月20日

●来所者合計 約３８９名
聴障者約２０６名、健聴者約１８３名

●コミュニケーション支援 ６３件
●ライブラリー貸出 １件４本
●相談対応 ８件 ●部屋貸出 １８件

聴覚障害者災害救援基金の募金、ありがとうございました。
【２月20日～４月５日の集金分】

手話サークルかえで 4,590円 ／ 手話サークルまゆの会 7,600円
新川ろう連合会 7,308円 ／ 高岡ろう友の会 2,900円
富山市聾啞福祉協会 3,000円 ／ 手話サークル若葉の会 3,000円
手話サークルあじさいの会 3,000円 ／ 手話サークルかざぐるまの会 2,400円
手話サークルはぎうら 2,500円 ／ 手話サークルあゆみ 1,800円
手話サークルあおい 3,000円 ／ 手話サークルとわの会 3,500円
砺波地区ろう友の会 8,665円 ／ 富聴協高齢部 8,500円

計 61,763円 これまで103,250円集まりました。

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

http://www.tomichokyo.or.jp

